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添加物 安全性 効 率 価 格

発酵法 食品のみ 食品衛生法 時間と手間 比較的高価

合成法
指定外添加物
(化学物質)の
可能性あり

残留物の確認が難しい

残留していた場合、食品衛
生法に抵触する成分あり

良い 比較的安価

低分子量の
成分を分離

約1～1,000 kDa（ダルトン）の
分子を分画または濃縮

徹底的に
不純物を
除去



 製品規格
他社製品との比較

原材料

弊社 β-ニコチンアミドモノヌクレオチド、澱粉、食用精製加工油脂/HPMC

A社 ニコチンアミドモノヌクレオチド／デキストリン、HPMC、ステアリン酸Ca、ゲル化剤(ジェランガム)

B社
NMN(国内製造), マルチトール／結晶セルロース, ナイアシン, ステアリン酸Ca, 微粒二酸化ケイ素, パン
トテン酸, V.B6, V.B1,葉酸, V.B12

C社
β-ニコチンアミドモノヌクレオチド、澱粉分解物/HPMC、ステアリン酸カルシウム、グリセリン脂肪酸エス
テル、ゲル化剤（ジェランガム）、二酸化ケイ素

株式会社ライフエボリューションジャパン




